
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－357973
(P2001－357973A)

(43)公開日 平成13年12月26日(2001.12.26)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �H�0�5�B 33/04    

   �G�0�9�F  9/30    365

   �H�0�5�B 33/14    

   �H�0�5�B 33/04    

   �G�0�9�F  9/30    365 Z

   �H�0�5�B 33/14    A

�3�K�0�0�7

�5�C�0�9�4

審査請求 未請求 請求項の数 4ＯＬ（全 4 数）

(21)出願番号 特願2000－179285(P2000－179285)

(22)出願日 平成12年6月15日(2000.6.15)

(71)出願人 000002185

ソニー株式会社

東京都品川区北品川6丁目7番35号

(72)発明者 中山 徹生

東京都品川区北品川6丁目7番35号  ソニー

株式会社内

(74)代理人 100086298

弁理士 船橋 國則

Ｆターム（参考） 3K007 AB13 BB02 BB05 FA02

5C094 AA37 AA38 BA29 DA07 DA13

JA08

(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】  水分吸収による表示素子の劣化を防止し、経
時的な表示安定性が良好でかつ十分な寿命特性を備える
と共に上面発光型に適する表示装置を提供する。
【解決手段】  基板１１上に設けられた表示素子１３
と、表示素子１３を覆う封止膜１５とを備えた表示装置
であり、封止膜１５は、第１低吸湿層１５ａとその上層
に設けられた第２低吸湿層１５ｂとの間に、これらの層
を構成する材料よりも吸湿性の高い材料からなる高吸湿
層１５ｃを挟んでなる多層構造であることを特徴として
いる。表示素子１３は、例えば有機エレクトロルミネッ
センス素子であり、また表示光ｈが基板１１と対する側
から放出されるように構成されている。また、封止膜１
５は、表示光ｈを透過する様に構成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に設けられた表示素子と、当該表
示素子を覆う封止膜とを備えた表示装置であって、
前記封止膜は、第１低吸湿層とその上層に設けられた第
２低吸湿層との間に、これらの層を構成する材料よりも
吸湿性の高い材料を挟んでなる多層構造であることを特
徴とする表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の表示装置において、
前記表示素子は、有機エレクトロルミネッセンス素子で
あることを特徴とする表示装置。
【請求項３】  請求項１記載の表示装置において、
前記表示素子は、前記基板と対する側から表示光を放出
することを特徴とする表示装置。
【請求項４】  請求項１記載の表示装置において、
前記封止膜は、前記表示素子から放出される表示光を透
過することを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は表示装置に関し、特
には上面発光型の有機エレクトロルミネッセンスディス
プレイに好適な表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機材料のエレクトロルミネッセンス(e
lectroluminescence：以下ＥＬと記す）を利用した有機
ＥＬ素子は、陽極と陰極との間に有機正孔輸送層や有機
発光層を積層させた有機層を設けてなり、低電圧直流駆
動による高輝度発光が可能な発光素子として注目されて
いる。ところが、有機ＥＬ素子を用いた表示装置（すな
わち有機ＥＬディスプレイ）は、吸湿によって有機ＥＬ
素子の有機層の劣化が生じ、各有機ＥＬ素子における発
光輝度が低下したり、発光が不安定になる等、経時的な
安定性が低くかつ寿命が短いと言った課題がある。
【０００３】そこで、このような表示装置においては、
図４の断面図に示すように、基板１上に有機ＥＬ素子を
配列形成してなる画素エリア２に、封止キャップ３を被
せて内部にドライエアを封入し、さらに封止キャップ３
の内壁に吸水剤４を貼り付けることで、有機ＥＬ素子へ
の水分の到達を防止している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところが、図４に示し
たような封止キャップ３を被せた構成の表示装置におい
ては、封止キャップ３の内壁面に吸水剤４を貼り付けて
いる。このため、基板１側から表示光ｈを取り出す透過
型の表示装置には適用できるものの、基板１と反対側の
封止キャップ側３から表示光ｈを取り出す上面発光型の
表示装置に適用しようとした場合、吸水剤４によって表
示光ｈの放出が妨げられる。したがって、封止キャップ
３を設けた構成は、上面発光型の表示装置として適する
ものではなかった。
【０００５】
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【課題を解決するための手段】本発明は上記のような課
題に鑑みて成されたものであり、基板上に設けられた表
示素子と、当該表示素子を覆う封止膜とを備えた表示装
置において、この封止膜が、第１低吸湿層とその上層に
設けられた第２低吸湿層との間に、これらの層を構成す
る材料よりも吸湿性の高い材料を挟んでなる多層構造で
あることを特徴としている。
【０００６】このような構成の表示装置では、封止膜
が、第１低吸湿層と第２低吸湿層との間に吸湿性の高い
材料を挟んだ構成になっているため、第２低吸湿層を通
過した水分はこの層の下方の吸湿性の高い材料に捕捉さ
れる。しかも、この材料と表示素子との間に設けられた
第１低吸湿層によって、この材料に捕捉された水分の表
示素子側への放出が防止される。したがって、封止膜に
取り込まれた水分が、表示素子に到達することを防止で
きる。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、本発明における表示装置の
実施の形態を、図面に基づいて説明する。図１は、実施
形態を説明するための表示装置の要部拡大断面図であ
り、図２はこの表示装置の全体構成を説明するための平
面図である。
【０００８】これらの図に示す表示装置は、例えばガラ
ス基板やその他の材料からなる基板１１の一主面１１a
側の表示エリア１２（図２のみに図示）に、複数の表示
素子１３を配列形成してなり、この表示素子１３を覆う
状態で封止膜１５が成膜されている。また、封止膜１５
上には樹脂１７（図１のみに図示）によってガラス基板
１９が貼り付けられ、このガラス基板１９と基板１１と
の間に表示素子１３と封止膜１５とが挟持された構成に
なっている。
【０００９】ここで、この表示装置が基板１１側から表
示光を取り出す透過型である場合には、基板１１にはガ
ラス基板のような透明基板が用いられる。一方、この表
示装置が基板１１と対するガラス基板１９側から表示光
ｈを取り出す上面発光型である場合には、基板１１の材
質はこれに限定されることはない。尚、以降において
は、この表示素子を上面発光型として説明を行う。
【００１０】表示素子１３は、例えば有機ＥＬ素子から
なるもので、基板１１上の表示エリア１４（図２のみに
図示）内にマトリックス状に配列形成されている。
【００１１】尚、ここでの図示は省略したが、有機ＥＬ
素子は、基板１１側から順に下部電極、有機層、及び上
部電極を積層してなるもので、ここでは特に上部電極が
透明材料で構成されていることとする。下部電極及び上
部電極は、何れか一方が有機層に対して電子を注入する
陰極となり、他方が有機層に対して正孔を注入する陽極
となるもので、それぞれに適した材料によって構成され
ることとする。また、有機層は、少なくとも有機発光層
を備え、必要に応じて有機正孔輸送層や有機電子輸送層
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等と共にこの有機発光層を所定順序で積層させた構成で
あることとする。さらに、ここでの図示は省略したが、
この下部電極と上部電極とによって、走査線やデータ線
が構成され、任意の位置に配置された有機ＥＬ素子の有
機発光層を発光させるように構成されている。
【００１２】そして、封止膜１５は、これらの表示素子
１３が設けられた画素エリア１２を覆う状態で、基板１
１上に成膜されたもので、第１低吸湿層１５ａとこの上
層の第２低吸湿層１５ｂとの間に、これらの層を構成す
る材料よりも吸湿性の高い材料からなる高吸湿層１５ｃ
を挟んだ構成になっている。第１低吸湿層１５ａ及び第
２低吸湿層１５ｂは、この表示装置の製造プロセスが許
容する範囲の材料で、できるだけ吸湿性が低い材料を用
いて構成されることとし、ここでは特に表示素子１３か
ら放出される表示光ｈが透過する材料を用いることとす
る。同様に、高吸湿層１５ｃは、この表示装置の製造プ
ロセスが許容する範囲の材料で、できるだけ吸湿性が高
い材料を用いて構成されることとし、ここでは特に表示
素子から放出される表示光を透過する材料を用いること
とする。
【００１３】具体的な一例としては、第１低吸湿層１５
ａ及び第２低吸湿層１５ｂとして窒化シリコン膜を用
い、高吸湿層１５ｃとして酸化シリコン膜を用いること
とする。これらの材料膜は、成膜方法によっても異なる
含有水分量を示すが、一般的には酸化シリコン膜のほう
が、窒化シリコン膜よりも含有水分率が高い、すなわち
吸水性が高いと言った特性を備えている。
【００１４】例えば、プラズマＣＶＤ(chemical vapor 
deposition）法によって形成された窒化シリコン膜の含
有水分率が０．２４重量％であるのに対して、ＴＥＯＳ
（tetraethoxy silane）ガスを用いた常圧ＣＶＤ法によ
って形成された酸化シリコン膜の含有水分率は１．９０
重量％、ＴＥＯＳガスを用いたプラズマＣＶＤ法によっ
て形成された酸化シリコン膜の含水率は０．６０％と高
く、いずれも窒化シリコン膜よりも吸水性が高いことが
わかる。
【００１５】そこで、高吸湿層１５ｃとしては、より吸
水性の高い材料として、ＴＥＯＳ系常圧ＣＶＤ法によっ
て形成された酸化シリコン膜を用いることとする。
【００１６】また、このような材料からなる各層の膜厚
は、一例として下層から順に、第１低吸湿層１５ａが２
μｍ～３μｍ、高吸湿層１５ｃが１μｍ程度、第２低吸
湿層１５ｂが１μｍ程度であることとする。
【００１７】尚、高吸湿層１５ｃは、この表示装置の製
造プロセスが許容する範囲であれば、成膜後にベーキン
グなどの処置を施すことで含水率を低下させた有機系材
料膜であっても良い。また、第１低吸湿層１５ａ、第２
低吸湿層１５ｂ及び高吸湿層１５ｃは、それぞれ単層に
限定されることはなく、複数の層で構成された物であっ
ても良い。
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【００１８】そして、このような多層構造の封止膜１５
上に、樹脂１７によってガラス基板１９が貼り付けられ
ている。このガラス基板１９は、紫外線硬化型の樹脂１
７を介して封止膜１５上に配置され、ガラス基板１９上
から紫外線を照射して樹脂１７を硬化させることによっ
て封止膜１５側に接着されている。
【００１９】このように構成された表示装置において
は、表示素子１３を覆う封止膜が、第１低吸湿層１５ａ
と第２低吸湿層１５ｂとの間に高吸湿層１５ｃを挟んだ
構成になっているため、外部から浸入した大気中の水分
が第２低吸湿層１５ｂを通過し場合、この水分は第２低
吸湿層１５ｂ下の高吸湿層１５ｃに捕捉される。そし
て、この高吸湿層１５ｃと表示素子１３との間に設けら
れた第１低吸湿層１５ａによって、この高吸湿層１５ｃ
に捕捉された水分の表示素子１３側への放出が防止され
る。したがって、封止膜１５に取り込まれた水分が、表
示素子１３に到達することを防止できる。
【００２０】この結果、表示素子１３の吸湿による劣化
を防止することが可能になり、表示装置の表示特性の安
定化を図り、かつ寿命特性の向上を図ることが可能にな
る。しかも、この表示装置は、従来の技術で図４を用い
て説明したような画素エリアに封止キャップを被せた構
成ではなく、表示素子１３を封止膜１５で覆った構成で
あるため、上面発光型の表示装置としても適するものと
なる。
【００２１】上述の実施形態においては、上面発光型の
表示装置に本発明を適用した場合の構成を説明した。し
かし、本発明は、基板側から表示光を取り出す透過型の
表示装置にも適用可能であり、同様の効果を得ることが
できる。また、本実施形態においては、吸湿による劣化
が特に著しい有機ＥＬ素子を表示素子１３として用いた
表示装置を例に採って、本発明を説明した。しかし、本
発明は、有機ＥＬ素子を表示素子とした表示装置以外に
も広く適用可能であり、同様の効果を得ることが可能で
ある。
【００２２】また、上述の実施形態においては、封止膜
１５の構成を第１低吸湿層１５ａと第２低吸湿層１５ｂ
との間に高吸湿層１５ｃを挟んだ多層構造で説明した。
しかし、本発明の表示装置は、このような構成の封止膜
を有するものに限定されることはなく、例えば図３に示
すような構成であっても良い。
【００２３】この図に示す表示装置の封止膜１５’は、
第１低吸湿層１５ａと第２低吸湿層１５ｂとの間に、こ
れらの層を構成する材料よりも吸湿性の高い材料を粒子
状にして挟み込んだ構成になっている。このような粒子
状吸湿剤１５ｄとしては、例えば酸化バリウム（Ｂａ
Ｏ）や酸化カルシウム（ＣａＯ）等を用いることができ
る。
【００２４】この場合、粒子状吸湿剤１５ｄによって、
封止膜１５’の光透過性が損なわれない様に、その粒子
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径及び第１低吸湿層１５ａと第２低吸湿層１５ｂとの間
における充填密量が設計されることとする。このような
粒子状吸湿剤１５ｄは、例えば、第１低吸湿剤１５ａを
形成した後に、抵抗加熱法等によって第１低吸湿剤１５
ａ上に蒸着させる。また、この粒子状吸湿剤１５ｄを覆
う第２低吸湿層１５ｂは、粒子状吸湿剤１５ｄによる凹
凸が完全に埋め込まれる程度の膜厚で形成されることと
する。
【００２５】このような構成の封止膜１５’を有する表
示装置であっても、表示素子１３を覆う封止膜１５’が
第１低吸湿層１５ａと第２低吸湿層１５ｂとの間に吸湿
性の高い粒子状吸湿剤１５ｄを挟んだ構成になっている
ため、封止膜１５’に取り込まれた水分が、表示素子１
３に到達することを防止できる。このため、上述の実施
形態と同様に基板１１上の表示素子効果を得ることがで
きる。
【００２６】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の表示装置*

6
*によれば、第１低吸湿層と第２低吸湿層との間に吸湿性
の高い材料を挟んだ構成の封止膜によって表示素子を覆
った構成を採用したことで、表示素子への水分の到達を
防止することができる。このため、水分吸収による表示
素子の劣化を防止し、経時的な表示安定性が良好でかつ
十分な寿命特性を備え、しかも上面発光型に適する構造
の表示装置を得ることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態における表示装置の要部拡大断面図で
ある。
【図２】実施形態における表示装置の平面図である。
【図３】実施形態の変形例を示す要部拡大断面図であ
る。
【図４】従来の技術の一例を示す断図図である。
【符号の説明】
１１…基板、１２…表示素子、１５，１５’…封止膜、
１５ａ…第１低吸湿層、１５ｂ…第２低吸湿層、１５ｃ
…高吸湿層、１５ｄ…粒子状吸湿剤、ｈ…表示光

【図１】 【図２】

【図３】
【図４】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种显示装置，该显示装置防止由于水分吸收导致的
显示元件的劣化，具有随时间变化的良好的显示稳定性，具有足够的寿
命特性并且适合于顶部发射型。 显示装置包括设置在基板（11）上的显
示元件（13）和覆盖该显示元件（13）的密封膜（15），其中密封膜
（15）包括第一低吸湿层（15a）及其上层。 其特征在于具有多层结
构，其中由具有比形成这些层的材料更高的吸湿特性的材料制成的高吸
湿层15c夹在所提供的第二低吸湿层15b之间。 显示元件13例如是有机电
致发光元件，并且被配置为使得显示光h从面对基板11的一侧发射。 另
外，密封膜15构成为透射显示光h。
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